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令和３年度　会長

小島秀範

ご 挨 拶

副 会 長

八木　伸樹
委 員 長 藤髙　　亮

渡邉　俊哉
青野鬼一郎

副委員長 矢葺　純也
黒川　泰伸
越智　清仁

 総務広報 委 員 会 

令和３年度各委員会事業報告

作成をしていただいた小島会長、各委員長、取りまとめをして

いただいた事務局の皆様、ありがとうございました。

　最後になりますが、小島会長、八木担当副会長をはじめ、委

員会メンバーの皆様、事業に協力して頂いた皆様には深く感謝

申し上げます。皆様の支えにより１年間乗り切る事が出来まし

た。本当にありがとうございました。

　令和３年度の総務広報委員会ではメイン事業として３つの事

業を行いました。

　１つ目の事業は今治YEGのホームページ・フェイスブックの
管理・運営です。ホームページの更新とフェイスブックを使っ

た情報発信を行いました。フェイスブックでは各委員長にご協

力いただき、各委員会の事業を掲載しました。今治YEGが地域
から求められる団体として、その存在価値を高めることが出来

たと考えます。

　２つめの事業としては通常総会、臨時総会の準備・運営です。

５月の令和３年度通常総会は新型コロナウィルス感染症拡大防

止の観点から、電子会議形式での開催となりました。通常総会

後の懇親会で予定していた卒業セレモニーは延期とさせていた

だきました。その後、８月10日の例会事業の中で卒業セレモニー
を開催いたしました。70名の方に参加いただき、卒業生を盛大
に送り出すことが出来ました。また、当日の写真をアルバムに

して参加いただいた卒業生にお渡しすることも出来、喜んでい

ただけたかと思います。３月18日（金）に令和３年度臨時総会を
開催しました。令和３年度小島会長から令和４年度小松会長へ、

会長の記章の引継ぎが行われ、盛会のうちに終了いたしました。

　３つ目は会報誌の発行となります。本誌の発行に際し、原稿

　第37代今治YEG会長として、今年度のすべての
事業を無事に終える事が出来ました。今年度もコロ

ナ禍により活動を制限しながらでしたが、各委員会

が今しかできない事業をして頂きYEGらしい活動
ができたと自負しております。

　今年度のスローガンは『新たな一歩を踏み出そう

この今治（まち）の未来のために』を掲げ、地域青

年経済人として責任感と使命感を持って活動をして

参りました。新型コロナウイルスは世界中に影響を

及ぼし、緊急事態宣言や三密の回避、新しい生活様

式の実践など、これまでの日常を一変しました。こ

の地域においても、経済的ダメージを受け疲弊して

いる企業も少なくありません。しかしながら、一方

で新時代に向けた改革のチャンスでもあり、我々

YEGが改革の先駆者として行動し、新しい活動と
新しい常識を作り上げていくことが求められていま

す。

　YEGの活動の中心は、企業経営の勉強の場であ
り、交流や親睦を通じて企業を発展させ、青年経済

人としての立場から企業や地域を取り巻く諸課題へ

の解決のために活動を続けて参りました。企業と地

域の発展のために我々がすべきことは、まず自らが

成長することだと考え、メンバーのスキルアップに

つながる事業も毎年開催しております。今年度も

様々な大会に参加し各YEGの取り組みや考え方を
知ることで、今後の県大会や周年事業等の開催に繋

がるものだと感じました。今治YEGの活動のなか
に「タオルデザイン展」と「水軍鍋」があります。

今治YEGの代名詞ともいえるこの事業を次世代に
継承していくとともに、この時代にしかできない活

動を模索し常に新しいことにチャレンジする精神を

養いながら地域に貢献をしていきましょう。

　次年度は第38代会長に小松正義君が就任予定で
あり、愛媛県連会長に原竜也君が就任し今治YEG
は９年ぶりに県大会を主管致します。過去の大会を

振り返りつつ先輩方の功績に改めて感謝と敬意を感

じるとともに、県内のYEGメンバーにこの地域の
魅力を発信しこれからの今治を感じて頂ける大会を

目指して準備をしてきましたので、メンバーが一致

団結し素晴らしい大会にしましょう。

　結びに、今治YEGメンバーの益々のご繁栄とご
健勝をご祈念申し上げます。ともに活動ができたす

べてのメンバーに感謝致します。１年間ありがとう

ございました。
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副 会 長

小松　正義
委 員 長 曽我部　寛

村上　毅敏
相原有理沙

副委員長 須田　　寛
武田　繁親
浅海　裕也

 会員交流 委 員 会 

副 会 長

中村　　拓
委 員 長 渡邊　豪志

篠原　章仁
佐々木達耶

副委員長 丹下　貴啓
大澤匠之輔
稲見　勇樹

 経営研修 委 員 会 

　　令和３年度会員交流委員会では１．会員交流事業　２．

会員拡大　３．新入会員入会式　４．エンジェルタッチの管

理を委員会事業として行いました。

１．会員交流事業

　令和３年11月７日（日）に「チャーター船で行く急流体験
と御手洗上陸」を24名の参加者で実施しました。当日は、
当初より懸念されておりましたコロナの感染状況も少し落ち

着き、また晴天にも恵まれ、本当に良いタイミングで開催で

きたことを大変ありがたく思います。また感染対策を徹底

し、サイクルシップによる来島海峡急流体験や御手洗地区の

散策、よしうみいきいき館での懇親会を行いました。

２．会員拡大

　今年度もコロナ禍ということもあり、積極的な会員拡大活

動ができませんでしたが、会員の皆様のお陰で19名のご紹
介を頂きました。ありがとうございました。

次年度以降も多数の卒業予定者がおられます。今年度同様に

新入会員のご紹介を宜しくお願い致します。

３．新入会員入会式

　昨年度は入会式を行えなかったため、今年度の新入会員入

会式は、昨年度入会した会員と合同で、忘年会の席で執り行

いたしました。例会運営委員会の皆様ご協力ありがとうござ

いました。

４．エンジェルタッチの管理

　新入会員のメンバーには、エンジェルタッチ活用について

の説明及びアカウントの発行を行いました。また、現役メン

　今年度の経営研修委員会では、1月27日（木）に視察研修事
業、2月14日（月）に例会内での講演会を行う予定でした。
　視察研修事業では、国土交通省の建設監督官様の案内のも

と新谷IC付近の高速道路建設現場視察と玉川ダムの小水力発
電と放流ゲートの見学を行う予定でしたが、新型コロナ第６

波の急拡大により事業開催の間際で急遽中止となってしまい

ました。委員会メンバーで開催に向けて準備万端だったので

開催に至らず残念だったのですが、委員会メンバー間での交

流ができ例会内での講演会に向けて良い経験となりました。

　例会内での講演会では、医療法人蒼生会理事長代理・北浜

法律事務所所属弁護士の長谷部圭司様をお招きして『スマホ

依存が招く社会的弊害』についてご講演をして頂きました。

例会に出席しているメンバーはリアルセミナー、例会に出席

していないメンバーはZOOMセミナーで初めての試みとなる
ハイブリッド形式で講演会を行いました。医師かつ弁護士の

立場を生かして講演をして頂き、スマホのアプリや着信に気

を取られて、他のやるべきことが集中出来なくなり、スマー

トフォンの便利性とIT企業の戦略に惑わされないよう、意
識が深まり私たち一人ひとりに直接関係する事を、エピソー

ドを交えて聞くことでとても身近に感じることができ、今後

バーにつきましても、再度役員会で周知徹底をお願い致しま

した。

　以上が本年度の事業報告になります。

　最後になりましたが、小島会長・小松担当副会長はじめ副

会長の皆様・各委員長・メンバーの皆様・事務局の皆様そし

て委員会メンバーの皆様、一年間本当にありがとうございま

した。

のスマホとの向き合い方について考えさせられる内容となり

ました。

　年度初めから、コロナ禍ということで視察研修先が決まら

ず、なかなか企業様に受け入れてもらえない日々が続き苦労

しましたが、中村副会長や委員会メンバーに助けられ何とか

事業をすることができ感謝しております。

　事業を通して新しい知識を学び習得し、さらに委員会内そ

して会員の皆様と親睦を図ることが出来たので今後の活動に

活かせればと思います。一年間本当にありがとうございまし

た。

チャーター船で行く急流体験と御手洗上陸

２月講演会風景
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副 会 長

中村　　卓
委 員 長 越智　雅一

松本　逸太
越智　　戒

副委員長 相原　永年
越智　　元
越智　亮平

 渉　　外 委 員 会 

吉本悠太郎
村上　拓也

副 会 長

近藤　省吾
委 員 長 渡辺　　仁
副委員長 菊川　琢也

木下　　誠
越智　一貫

 例会運営 委 員 会 

　令和３年度の例会運営委員会では、１．例会事業の開催運

営（７月・10月・令和４年２月）、２．忘年会の企画運営の事
業計画のもと、１年間活動して参りました。

１．例会事業の開催運営

　当初の事業計画では７月例会の開催予定でしたが、新型コ

ロナウイルス感染拡大防止等を考慮し、８月10日（火）17：
30 ～今治商工会議所４階研修室にて今治YEG ８月例会・
2020年度卒業セレモニーを開催しました。例会内では2020
年度委員長から事業報告、2021年度委員長から１年間の決
意表明を行い、卒業セレモニーでは、2020年度卒業生を迎え、
これまでのYEG活動に対して、感謝状と記念品の贈呈を行
いました。

　10月11日（月）18：00 ～今治商工会議所３階大会議室にて
10月例会を開催しました。10月例会では2022年度に開催さ
れる愛媛県大会今治大会の立ち上げ会、県大会の説明などを

行い、県大会への機運を高める例会となりました。

　２月14日（月）18：00 ～今治商工会議所３階
大会議室にて２月例会を開催しました。２月例

会では、医療法人蒼生会理事長代理　長谷部　

圭司　様を講師に招き、「スマホ中毒が招く社

会的弊害」のテーマの下、講演会を実施致しま

した。様々なアプローチから社会的課題解決の

講演をいただき、会員各自が家庭や仕事で役立

つ情報を得る機会になりました。

２．忘年会の企画運営

　12月１日（水）18：30 ～今治国際ホテル２F
クリスタルホールにて令和３年度今治YEG忘
年会を開催しました。コロナウイルス感染拡大

　令和４年度渉外委員会では、第39回商工会議所青年部愛
媛県大会「八幡浜大会」・第38回商工会議所青年部四国ブロッ
ク大会「西条大会」・日本商工会議所青年部　第41回全国大会
「SETOの都　香川たかまつ大会」への参加勧誘を行う予定で
したが、新型コロナウイルス感染拡大により通年通り行えま

せんでした。６月５日に開催されました愛媛県大会「八幡浜

大会」は新型コロナウイルス感染症「第４波」の時期と重なり

ハイブリッド形式へ変更され現地参加７名・オンライン参加

13名にて参加いたしました。八幡浜市民文化活動センター
で行われました記念式典では現地にて、次年度愛媛県連会長

として原竜也直前会長及び主管地会長として小島秀範会長の

挨拶に加えて大会旗の伝達、次年度開催されます愛媛県大会

今治大会への参加を呼びかけることができました。９月10
日開催予定でありました四国ブロック西条大会は新型コロナ

ウイルス感染症「第５波」の影響により延期され、12月３日
にハイブリッド形式にて開催され現地参加35名・オンライン
参加15名にて参加いたしました。２月24 ～ 26日に日本商工

対策を行い、今治商工会議所　阿部会頭をはじめ多くの来賓

の皆様にもご臨席いただき盛会で終えることができました。

会員の皆様からも景品を提供いただき２年ぶりとなる余興も

実施することができたことは、非常に意義あることだと感じ

ております。

　最後に、本年度もコロナウイルスに振り回された１年であ

りましたが、会員の皆様の感染拡大防止対策により、計画通

りすべての事業を開催することができました。ニューノーマ

ルといわれる新しい生活様式に対応した例会運営ができたの

でないかと思っております。

　１年間ありがとうございました。

　

会議所青年部　第41回全国大会「SETOの都　香川たかまつ
大会」は新型コロナウイルス感染症「第６波」の影響により完

全オンラインでの開催となりオンラインにて58名参加いた
しました。この一年を振り返りますと、小島会長・中村担当

副会長をはじめとした副会長並びに委員会メンバー・会員の

皆様には新型コロナウイルス感染症の中での予定変更等があ

りご迷惑をおかけいたしましたが、皆様のおかげで無事に一

年を乗り切ることができました。令和４年度は愛媛県大会今

治大会が執り行われます。盛大な開催がされますことを心よ

りお祈り申し上げ御礼のご挨拶とさせていただきます。一年

間どうもありがとうございました。

愛媛県大会実行委員会立上げ会

四国ブロック大会　集合写真

忘年会集合写真
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副 会 長

近藤　省吾
委 員 長 鳥井　亮良

白川　　亨
越智　宏幸

副委員長 坂本　考弘
白石　英二
玉井　健志

 いまばり活性化 委 員 会 

副 会 長

八木　伸樹
委 員 長 阿草　一彬

越智　昭仁
榎　　祐輔

副委員長 村上　周子
智内　健太
風本　　崇

 地場産業振興 委 員 会 

副 会 長

小松　正義
委 員 長 村上　俊行

村上健太郎
田中　良明

副委員長 世良　真教
杉野　大輔
越智　亮太

 みらい創造 委 員 会 

　今年度のいまばり活性化委員会は、今治YEG伝統事業で
ある水軍鍋、Yランドリーグ全国ソフトボール大会への参加、
この２事業を実施すべくスタートを切りました。ですが、水

軍鍋については、予定をしていました10月10日のアイアイ
今治フェアがコロナウイルス感染拡大防止の観点から中止に

なったことで、非常に残念ですが水軍鍋も中止となってしま

いました。

　Yランドリーグ全国ソフトボール大会は、11月13日に徳
島県徳島市で開催され、27名のメンバーで参加をしました。
今治YEGはシードとなり、２回戦からの登場となりました
が、２回戦は阿南YEGと打撃戦の末、７対７の同点となり、
ジャンケンを制して２回戦を突破しました。続いて３回戦と

なる準決勝では、鳴門YEGと対戦し、２対10と逆転負けを
喫してしまい、悲願の優勝の道は断たれてしまいました。そ

の後、３位決定戦を和歌山YEGと戦いましたが、この試合
も３－５と接戦で敗れ、今年度の今治YEGは全国４位とい
う結果でした。ですが、全国ベスト４の成績以上に、今年度

も玉井監督と門田総監督のもと、参加メンバー全員が楽しく、

　今年度のみらい創造委員会は、「次年度に控えた県大会今

治大会に向けての円滑な準備全般」を主な事業として行いま

した。

ソフトボールを通じて懇親を深められたのではないかと思い

ます。

　また今年度は、水軍鍋が中止になったこともあり、２月

16日に来年度のＹランドリーグを見据え、バッティング練
習を行いました。コロナ禍ということもあり、少人数ではあ

りましたが、おかげさまで楽しい練習となりました。来年度

のＹランドリーグでは、全試合に打ち勝ち、コロナにも打ち

克てることを願っています。

　最後になりますが、小島会長、近藤担当副会長をはじめ副

委員長、委員会メンバーの皆様、そしてYランドリーグと練
習にご参加いただきましたメンバーの皆様に深く感謝申し上

げます。当委員会の事業は、メンバー皆様のご参加、ご協力

なくしては難しい事業でしたので、改めてメンバー間の繋が

りのありがたさを痛感致しました。一年間、本当にありがと

うございました。

　今年度の地場産業振興委員会は、主に２つの事業を行いま

した。

　まず一つ目は第26回タオルデザイン展の運営です。
　今治市内の小中学校に加え、今治市の姉妹都市である広島

県尾道市、群馬県太田市やアメリカ・レイクランド市、パナ

マ共和国・パナマ市、ロシア・ハバロフスク市から486作品
もの応募をいただきました。

　10月９日～ 17日に展示会、17日に表彰式をイオンモール
にて開催しました。

　展示場にて多くの皆様に見て頂けている光景や、表彰式で

の今治市の生徒さん、また広島県や群馬県からも参加してく

れた生徒さんもおり、受賞されたお子さんと一緒に写真を

とっているご家族の姿を見たときには開催できたことを大変

嬉しく思いました。

　二つ目は、11月11日YEGの日の活動です。
　「今私たちに出来ること」を念頭に協議した結果、11月11
日に献血活動をする事を決定し、実施しました。目標65名
に対し、結果は受付87名、献血70名となりました。また、
YEGの日の記念写真として、献血活動の写真をもとに【モ
ザイクアート写真】を作成し、FacebookにてPRを行いまし
た。

　最後になりますが、小島会長、八木副会長をはじめ、委員

会メンバーの皆様、事業にご協力頂いた皆様には深く感謝申

し上げます。１年間ありがとうございました。

１．県大会八幡浜大会でのPR
　令和３年６月５日の八幡浜県大会での壇上PRのために、
PR用のぼり・横断幕を作成しました。県大会当日では、小
島会長が壇上にてご挨拶される際に県連出向者中心の今治

YEG６名が壇上でのぼりを使用し、PRを行いました。
２．県大会実行委員会立ち上げ式

　次に、10月11日に県大会実行委員会の立ち上げ式を開催
し、59名の方にご参加いただきました。コロナ禍という事
もあり、以前のように多くの方に集まっていただく事は難し

い状況でありましたが、ご協力いただいた例会運営委員会の

渡辺仁委員長作成のPVもとても素晴らしく、また、県大会
今治大会の概要や大会会長・実行委員長から県大会へかける

Yランドリーグ

Yランドリーグ集合写真

YEGの日モザイクアート
第26回タオルデザイン展表彰式集合写真
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第26回　タオルデザイン・アイデア展各賞受賞作品（デザイン部門）

想いについても熱くお話しいただき、出席いただいた皆さん

の心に残る立ち上げ式が出来たと思います。

３．実行委員会運営

　最後に、立ち上げ式の翌月11月以降より、毎月１回、令
和４年度の委員長以上にて県大会実行委員会を行っており、

その運営を委員会事業として行いました。

　最後になりますが、小島会長、小松担当副会長をはじめ、

委員会メンバーの皆様、事業に協力いただいた皆様には深く

感謝申し上げます。コロナ禍という事もあり、思うようにい

かないことが多くありましたが、皆様の支えにより１年間乗

り切る事ができました。次年度も同委員会の委員長として県

大会全般の下支えを行ってまいります。本当にありがとうご

ざいました。

尾・久保小４年 森　菜乃羽さん西中２年 阿部　泰士さん
孔雀

北郷中３年 長谷部妃鞠さん
かんきつな町

波止浜小２年 藤原　遥輝さん
太陽の花

★今治商工会議所青年部会長賞

せんたくばさみ花火

★愛媛県産業技術研究所長賞★今治タオル工業組合理事長賞★愛媛新聞社賞

清水小６年 川又　匠馬さん
空のパイオニア

近見小４年 吉田　有那さん
子ガメちゃんどこに行くの

西中１年 武田　苑子さん
フル－ツパ－ティ

近見小５年 湯浅　維月さん
アニマル

★審査員特別賞★今治商工会議所会頭賞★今治市教育長賞★今治市長賞

太・綿打中２年 市川美月姫さん
夕日の町

九和小６年 森　　智優さん
自慢の風景「来島海峡大橋夕日ストライク」

常盤小４年 越智　董子さん
にじ色の世界

波方小２年 越智　心咲さん
キラキラした海のせかい

★最優秀賞★最優秀賞★最優秀賞★最優秀賞

愛媛県大会八幡浜大会でのPR

実行委員会立上げ式
今治市長表敬訪問
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